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2　徳島を高齢化と過疎化対応の先進地域に

2　

徳
島
を
高
齢
化
と
過
疎
化
対
応
の
先
進
地
域
に

◉
2
0
4
5
年
に
は
、
阿
南
・
鳴
門
・
小
松
島
・
松
茂
・
北
島
・
上
板
の
人
口
が
い
な
く
な
る
?

　

国
勢
調
査
が
始
ま
っ
た
1
9
2
0
年
の
徳
島
県
の
人
口
は
67
万
人
で
し
た
。
そ
の
後
、
戦
争
中
の
一

時
期
を
除
い
て
増
加
を
続
け
、
1
9
5
0
年
に
は
調
査
開
始
以
来
最
多
の
88
万
人
を
記
録
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
日
本
は
高
度
経
済
成
長
期
を
迎
え
ま
す
が
、
当
時
の
徳
島
県
に
は
大
勢
の
人
を
雇
え
る
（
雇
用

吸
収
力
の
あ
る
）
産
業
が
少
な
く
、
大
都
市
圏
な
ど
に
仕
事
を
求
め
た
こ
と
か
ら
人
口
の
流
出
が
進
み
、

1
9
7
0
年
に
は
79
万
人
に
減
少
し
ま
し
た
。

　

1
9
7
0
年
代
に
入
る
と
、
県
外
へ
出
て
行
く
人
が
減
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
人
口
は
再
び
増
加
基

調
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
1
9
8
5
年
か
ら
1
9
9
5
年
ま
で
は
83
万
人
台
で
安
定
し
て
い
ま
し

た
が
、
そ
の
後
は
死
亡
数
が
出
生
数
を
上
回
る
状
態
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
2
0
1
0
年
に
80
万
人

を
下
回
り
、
2
0
1
5
年
10
月
の
国
勢
調
査
で
は
75
万
5
7
3
3
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
見
通
し
で
す
が
、
2
0
1
8
年
3
月
に
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
が
発
表
し
た

2
0
4
5
年
ま
で
の
地
域
別
推
計
人
口
に
よ
る
と
、
日
本
の
総
人
口
は
2
0
1
5
年
の
国
勢
調
査
の
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1
億
2
7
0
0
万
人
か
ら
1
億
6
0
0
万
人
へ
と
、
約
2
1
0
0
万
人
、
16
％
減
少
し
ま
す
が
、
徳

島
県
は
76
万
人
か
ら
54
万
人
へ
と
22
万
人
、
29
％
も
減
少
す
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

2
0
4
5
年
に
は
阿
南
市
・
鳴
門
市
・
小
松
島
市
・
松
茂
町
・
北
島
町
・
上
板
町
の
現
在
の
人
口
に
相

当
す
る
だ
け
の
人
が
い
な
く
な
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

　

人
口
が
少
な
く
な
れ
ば
、
働
く
人
の
数
が
減
り
ま
す
し
、
ま
た
、
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を
買
う
人
が
減
っ

て
、
経
済
活
動
の
縮
小
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
人
口
減
少
に
よ
る
労
働
力
不
足
を
補
う
に
は
、
昔
に
比
べ
て
元
気
な
高
齢
者
の
方
や
女
性
が

も
っ
と
活
躍
で
き
る
よ
う
な
社
会
の
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
外
国
人
の
労

働
力
の
活
用
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
徳
島
県
内
で
も
、
農
業
や
介
護
な
ど
の
分
野
で
外
国
人
が
働
い
て
い
ま

す
が
、人
数
は
ま
だ
ま
だ
少
な
く
、国
全
体
と
し
て
ど
こ
ま
で
受
け
入
れ
る
べ
き
か
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
新
た
な
技
術
を
進
化
さ
せ
て
世
の
中
の
自
動
化
を
進
め
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
で
私
た
ち
の
生
活
は
非
常
に
便
利
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
を
動
か
そ
う

と
す
る
に
は
ヒ
ト
が
手
間
を
か
け
て
操
作
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
ロ
ボ
ッ
ト
や
A
I
（
人

工
知
能
）
な
ど
の
新
た
な
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
で
こ
う
し
た
操
作
が
不
要
と
な
り
、
今
後
ど
ん
ど
ん
自

動
化
さ
れ
る
世
の
中
に
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。「
車
の
自
動
運
転
」
が
そ
の
一
例
で
す
。
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2　徳島を高齢化と過疎化対応の先進地域に

　

ロ
ボ
ッ
ト
や
A
I
な
ど
の
活
用
に
よ
っ
て
、
高
齢
化
や
人
口
減
少
に
も
し
っ
か
り
と
対
応
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
恩
恵
は
、
徳
島
の
よ
う
な
高
齢
化
･
人
口
減
少
の
先
進
地
域
ほ
ど

大
き
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

◉
急
速
に
進
む
高
齢
化

　

人
口
減
少
と
と
も
に
、
徳
島
県
は
全
国
的
に
見
て
も
さ
ら
に
早
い
テ
ン
ポ
で
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
先

進
県
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
2
0
1
5
年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
人
口
に
占

め
る
割
合
を
示
す
老
年
人
口
比
率
は
31
％
と
、
全
国
第
5
位
の
高
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

徳
島
県
人
口
の
将
来
推
計
を
見
る
と
、
65
歳
以
上
人
口
も
2
0
2
0
年
か
ら
2
0
2
5
年
に
か
け
て

ピ
ー
ク
を
迎
え
、
以
後
は
減
少
に
転
じ
る
見
込
み
で
す
が
、
医
療
・
介
護
へ
の
ニ
ー
ズ
が
よ
り
増
大
す
る

75
歳
以
上
は
、
2
0
2
0
年
以
降
も
当
面
の
間
、
増
加
が
続
く
見
通
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
福
祉
に
関
し
て
、
徳
島
は
介
護
が
必
要
な
お
年
寄
り
向
け
施
設
の
人
口
あ
た
り
の
定
員
数
が

全
国
2
位
と
比
較
的
充
実
し
て
い
ま
す
。
も
っ
と
も
、夫
婦
だ
け
の
世
帯
で
介
護
す
る
人
も
お
年
寄
り（
い

わ
ゆ
る
「
老
老
介
護
」）
と
い
う
と
こ
ろ
も
多
く
、
福
祉
・
医
療
の
面
か
ら
将
来
を
見
す
え
た
対
応
が
急

が
れ
て
い
ま
す
。
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◉
徳
島
の
医
療
態
勢
の
充
実
度
は
高
い
？

　

徳
島
の
人
口
あ
た
り
の
病
院
数
、
一
般
診
療
所
数
、
歯
科
診
療
所
数
お
よ
び
病
院
病
床
数
は
、
い
ず
れ

も
全
国
上
位
で
あ
り
、
ま
た
、
人
口
あ
た
り
の
医
師
数
や
歯
科
医
師
数
、
薬
剤
師
数
な
ど
も
全
国
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
で
す
。

　

こ
う
し
た
医
療
環
境
の
充
実
ぶ
り
は
、
地
元
大
学
の
貢
献
が

大
き
い
と
い
え
ま
す
。
徳
島
大
学
に
は
医
学
部
･
歯
学
部
・

薬
学
部
が
あ
り
、
特
に
医
学
部
は
、
1
9
7
3
年
に
愛
媛
大

学
に
設
置
さ
れ
る
ま
で
四
国
内
で
唯
一
で
あ
り
、
長
き
に
わ

た
っ
て
人
材
を
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
徳
島
の
医
療
環
境
は
整
っ
て
い
る
よ
う
に
見

え
ま
す
が
、
東
部
圏
域
以
外
の
地
域
で
は
医
師
数
の
減
少
が
顕

著
で
あ
り
、
特
定
の
診
療
科
目
で
深
刻
な
医
師
不
足
が
生
じ
て
、

し
ば
し
ば
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
民
間
病
院
だ
け
で
は
担
う
こ
と
が
難
し
い
、
地

域
医
療
の
基
幹
病
院
と
し
て
、
公
立
・
公
的
病
院
の
役
割
は
重

要
で
す
。
県
立
中
央
病
院
は
2
0
1
2
年
10
月
に
改
築
さ
れ
、

ドクターヘリ  ©関西広域連合広域医療局
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救
急
医
療
や
災
害
医
療
の
拠
点
病
院
と
し
て
、
県
下
全
域
を
20
分
で
カ
バ
ー
で
き
る
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
や
高

度
医
療
に
対
応
し
た
先
進
的
医
療
機
器
を
新
た
に
導
入
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
隣
接
す
る
徳
島
大
学
病
院

と
一
体
的
に
機
能
さ
せ
る
「
総
合
メ
デ
ィ
カ
ル
ゾ
ー
ン
」
の
機
能
強
化
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

◉
県
民
あ
げ
て
の
糖
尿
病
対
策

　

徳
島
は
、
糖
尿
病
に
よ
る
死
亡
率
が
長
期
間
ほ
ぼ
全
国
ワ
ー
ス
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
原
因
に
つ

い
て
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
公
共
交
通
が
十
分
で
な
く
、
マ
イ
カ
ー
が
中
心
で
歩
く
機
会
が
少
な
い
こ
と

に
加
え
、
一
食
あ
た
り
の
量
が
多
い
こ
と
に
よ
る
カ
ロ
リ
ー
オ
ー
バ
ー
や
、
濃
い
味
付
け
や
甘
い
も
の
好

き
、
野
菜
の
摂
取
量
が
男
女
と
も
全
国
的
に
み
て
少
な
い
な
ど
の
点
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
糖
尿

病
の
専
門
医
が
少
な
い
こ
と
や
、
糖
尿
病
の
初
期
段
階
で
の
受
診
率
の
低
さ
、
患
者
の
状
態
に
応
じ
た
医

療
機
関
の
連
携
が
不
適
切
で
あ
る
こ
と
な
ど
も
要
因
に
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

徳
島
県
は
2
0
0
5
年
11
月
に
「
糖
尿
病
緊
急
事
態
宣
言
」
を
出
し
、
こ
れ
ま
で
県
産
食
材
を
用
い

た
ヘ
ル
シ
ー
阿
波
レ
シ
ピ
の
考
案
等
に
よ
る
食
生
活
の
改
善
や
「
阿
波
踊
り
体
操
」
の
普
及
な
ど
、
生
活

習
慣
病
予
防
に
向
け
た
幅
広
い
県
民
運
動
等
も
併
せ
た
取
り
組
み
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
糖
尿
病
啓
発
を
目
的
に
、「
青
」
で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
施
設
を
目
指
し
て
歩
く
「
ブ
ル
ー

ラ
イ
ト
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
や
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
を
活
用
し
、
健
康
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
れ
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ば
賞
品
と
引
き
換
え
可
能
な
ポ
イ
ン
ト
を
獲
得
で
き
る
「
と
く
し
ま
健
康
ポ
イ
ン
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
『
テ

ク
と
く
』」
な
ど
、「
運
動
」
に
焦
点
を
当
て
た
予
防
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。
世
界
中
で
糖
尿
病
患
者
は

ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
ま
す
の
で
、
徳
島
が
糖
尿
病
克
服
先
進
県
と
し
て
、
世
界
の
モ
デ
ル
に
な
る
日
が
く

れ
ば
い
い
で
す
ね
。

◉
生
き
生
き
と
年
を
と
ろ
う

　

お
年
寄
り
（
シ
ニ
ア
）
が
元
気
で
、
生
き
生
き
と
暮
ら
す
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
年
を
と
っ
て

も
、
社
会
・
地
域
貢
献
な
ど
の
生
き
が
い
や
働
き
が
い
を
見
い
出
せ
る
よ
う
な
社
会
に
し
て
い
く
こ
と
が

大
事
で
す
。

　

全
国
各
地
で
多
種
多
様
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
N
P
O
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
）
活
動
な
ど
の

市
民
活
動
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
徳
島
は
N
P
O
の
活
動
が
活
発
で
、
人
口
あ
た
り
の
数
は
全

国
で
も
高
水
準
に
あ
り
ま
す
。
N
P
O
は
、
自
発
的
、
主
体
的
に
、
公
益
的
な
活
動
を
、
利
益
を
上
げ

る
こ
と
を
目
的
と
せ
ず
に
行
う
民
間
の
組
織
の
こ
と
で
、
徳
島
で
は
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
や
社
会
教
育
、

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
環
境
保
全
を
図
る
活
動
な
ど
が
多
く
、
お
年
寄
り
も
た
く
さ
ん
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
に
65
歳
以
上
を
高
齢
者
と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
最
近
は
元
気
な
方
が
多
く
、
高
齢
者
が
思
う
高
齢

者
と
は
、
70
歳
以
上
の
よ
う
で
す
。
近
い
将
来
に
は
75
歳
以
上
を
高
齢
者
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
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ま
せ
ん
。
裏
を
返
せ
ば
そ
の
年
齢
ま
で
は
意
欲
的
に
活
発
な
行
動
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

こ
う
し
た
新
し
い
価
値
観
を
持
つ
シ
ニ
ア
の
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
、
シ
ニ
ア
の
生
活
を
よ

り
豊
か
に
す
る
も
の
、
よ
り
楽
し
む
た
め
の
も
の
な
ど
、
徳
島
の
企
業
か
ら
、
シ
ニ
ア
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
意

識
し
た
新
し
い
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
が
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

医
療
・
福
祉
な
ど
へ
の
Ｉ
Ｔ
の
活
用
も
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。
患
者
さ
ん
の
映
像
を
実
際
に
見
な

が
ら
診
断
を
行
う
遠
隔
地
医
療
、
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の
安
否
や
健
康
状
態
を
映
像
で
確
認
す
る
見

守
り
シ
ス
テ
ム
、
買
い
物
へ
出
か
け
る
の
に
不
便
な
方
が
食
料
品
な
ど
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
購
入
で
き

る
便
利
な
買
い
物
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
高
齢
化
に
対
応
し
た
Ｉ
Ｔ
の
活
用
は
、
ど
ん
ど
ん
広
が
り
を
見
せ
て

い
ま
す
。

　

最
近
、
お
年
寄
り
を
中
心
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
買
い
物
難
民
」
を
対
象
と
し
た
徳
島
発
の
サ
ー
ビ
ス

「
と
く
し
丸
」
が
全
国
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。
徳
島
の
（
株
）
キ
ョ
ー
エ
イ
を
は
じ
め
、全
国
の
地
域
ス
ー

パ
ー
と
連
携
し
、
店
か
ら
商
品
を
調
達
し
て
個
人
事
業
主
が
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
玄
関
先
ま
で
届
け
る
サ
ー
ビ

ス
で
、
高
齢
者
の
見
守
り
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
2
0
2
0
年
に
入
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
が
国
内
で
拡
大
し
、
外
出
自
粛
の
動
き
が
強
ま
っ
た
際
に
は
、
全
国
各
地
で
重
要
な
役
割
を
担

い
ま
し
た
。
な
お
、
と
く
し
丸
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
は
、
徳
島
と
、
社
会
奉
仕
や
慈
善
事
業
に
熱
心
な
人

を
意
味
す
る
篤と

く

志し

家か

を
か
け
た
も
の
で
す
。
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◉
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
る
過
疎
地
に

　

過
疎
地
域
と
は
、
人
口
の
著
し
い
減
少
に
伴
っ
て
、
地
域
社
会
に
お
け
る
活
力
が
低
下
し
、
生
産
機
能

お
よ
び
生
活
環
境
の
維
持
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
地
域
の
こ
と
で
す
。

　

県
内
で
過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
市
町
村
数
は
13
、そ
の
割
合
は
全
市
町
村
の
54
％
（
全
国
48
％
）、

人
口
の
割
合
は
15
％
（
同
9
％
）、
面
積
の
割
合
は
72
％
（
同
60
％
）
で
、
過
疎
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
徳
島
の
過
疎
地
域
に
は
全
国
的
に
注
目
さ
れ
海
外
か
ら
も
視
察
に
来
る
よ
う
な
、
文
字
ど
お

り
過
疎
化
対
応
の
「
先
進
地
域
」
と
い
え
る
地
域
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
も
、
全
国
屈
指
の
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
環
境
が
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

◉
先
進
的
な
Ｉ
Ｔ
企
業
や
ク
リ
エ
ー
タ
ー
が
集
ま
る
町
、
神
山

　

N
H
K
テ
レ
ビ
の
全
国
番
組
で
、
若
者
が
清
流
の
中
に
あ
る
岩
の
上
に
座
っ
て
パ
ソ
コ
ン
で
仕
事

を
し
て
い
る
映
像
が
流
れ
た
の
は
、
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
場
所
が
、
人
口
約

5
3
0
0
人
（
2
0
1
5
年
）
の
神
山
町
で
す
。

　

神
山
に
は
、
全
国
的
に
有
名
な
I
T
企
業
や
ク
リ
エ
ー
タ
ー
た
ち
が
続
々
と
集
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
縁え

ん

側が
わ

の
あ
る
築
90
年
の
古
民
家
を
改
造
し
、
最
先
端
の
情
報
機
器
を
使
っ
た
現
代
的
な
オ

フ
ィ
ス
で
4
K
や
8
K
映
像
の
製
作
や
メ
デ
ィ
ア
保
管
な
ど
を
行
っ
て
い
る
の
が
「
え
ん
が
わ
オ
フ
ィ
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ス
」
で
す
。
他
に
も
、
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
「
八
重
の
桜
」
の
タ
イ
ト
ル
バ
ッ
ク
映
像
を
つ
く
っ
た
ド

ロ
ー
イ
ン
グ
ア
ン
ド
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
株
）
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
上
で
名
刺
情
報
を
管
理
す
る
会
社
で
、
約

7
0
0
0
の
企
業
が
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
るSansan

（
株
）
な
ど
が
神
山
に
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
（
企
業
な
ど
の
本
拠
か
ら
離
れ
た
所
に
設
置
さ
れ
た
オ
フ
ィ

ス
）
を
開
設
し
て
お
り
、
町
内
や
県
内
の
人
た
ち
の
雇
用
を
創

出
し
て
い
ま
す
。

　

な
ぜ
徳
島
の
過
疎
の
町
に
先
進
的
な
企
業
が
集
ま
っ
て
く
る

の
で
し
ょ
う
か
。
早
く
か
ら
県
下
全
域
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
が

整
備
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
加
え
、
帯
域
に
非
常
に
余
裕
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
都
会
に
比
べ
、
安
定
し
て
10
〜
50
倍
の
通
信
速
度

が
出
る
た
め
、
仕
事
が
効
率
的
に
で
き
る
こ
と
が
一
つ
の
理
由

で
す
。

　

さ
ら
に
、
神
山
に
は
進
出
し
た
人
た
ち
を
支
え
る
強
い
ソ
フ

ト
力
が
あ
り
、
こ
れ
を
主
に
担
っ
て
い
る
の
が
N
P
O
法
人

グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー
で
す
。
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
誘
致
活
動

や
事
務
所
、
住
居
に
使
う
空
き
家
の
紹
介
な
ど
多
岐
に
わ
た
る

えんがわオフィス  ©（株）プラットイーズ
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移
住
支
援
、
地
元
の
人
た
ち
と
の
交
流
の
場
の
提
供
な
ど
、
き
め
細
か
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー
理
事
の
大
南
信
也
さ
ん
の
口
ぐ
せ
は
「
や
っ
た
ら
え
え
ん
ち
ゃ
う
ん
」。Just D

o It !

の
精
神
で
す
。
そ
の
精
神
の
下
、
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー
は
、
1
9
9
9
年
か
ら
国
内
外
の
芸
術
家
を
招
き
、

地
域
住
民
と
交
流
し
な
が
ら
創
作
活
動
を
し
て
も
ら
う
「
神
山
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
」

事
業
を
続
け
て
い
ま
す
。
神
山
に
は
よ
そ
者
を
温
か
く
迎
え
入
れ
る
文
化
が
根
づ
い
て
い
る
の
で
す
ね
。

　

日
本
全
体
の
人
口
が
減
少
す
る
中
で
、
過
疎
地
が
生
き
残
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な

人
や
若
い
人
の
比
率
を
高
め
、
人
口
構
成
の
健
全
化
を
図
る
こ
と
が
大
事
と
い
う
「
創
造
的
過
疎
」
を

大
南
さ
ん
は
提
唱
し
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
2
0
1
5
年
に
町
民
同
士
が
何
度

も
話
し
合
っ
た
内
容
を
も
と
に
、「
ま
ち
を
将
来
世
代
に
つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、「
食
」
や
「
住
ま
い
」
な
ど
を
通
し
て
、
地
域
内
で
経
済
を
ま
わ
す
仕
組
み

を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
か
ら
社
会
に
変
化
を
生
み
出
す
人
材
、「
野
武
士
型
パ
イ
オ
ニ
ア
」
を
世
に
送
り
だ
そ
う

と
、
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
開
設
企
業
の
社
長
、
行
政
な
ど
が
共
同
で
「
神
山
ま

る
ご
と
高
専
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
2
0
1
9
年
6
月
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。「
神
山
ま
る
ご
と
高
専
」
は

2
0
2
3
年
4
月
開
校
に
向
け
準
備
中
で
す
。
校
長
に
は
（
株
）
Z
O
Z
O
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
取
締
役

の
大
蔵
峰
樹
さ
ん
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
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と
こ
ろ
で
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
開
設
の
動
き
は
県
内
各
地
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
県
南
部
の
美

波
町
で
は
、
I
T
企
業
を
中
心
に
、
20
社
（
2
0
2
0
年
10
月
末
現
在
）
の
企
業
が
開
設
し
て
い
る
ほ

か
、
県
西
部
の
三
好
市
や
美
馬
市
で
も
い
ろ
い
ろ
な
業
種
の
企
業
が
進
出
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
徳
島
県

に
は
16
市
町
村
、72
社
（
2
0
2
0
年
10
月
末
現
在
）
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

総
務
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
徳
島
県
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
開
設
企
業
数
は
2
0
1
9
年
度
末
時
点

で
北
海
道
に
次
ぐ
全
国
2
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◉
葉
っ
ぱ
が
お
金
に
化
け
る
町
、
上
勝

　

阿
波
の
狸
伝
説
で
は
あ
る
ま
い
し
、
葉
っ
ぱ
が
お
金
に
化
け

る
の
?
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち

の
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
」
で
全
国
的
に
有
名
に
な
っ
た
の
が
、
人

口
約
1
5
0
0
人
の
上
勝
町
で
す
。
山
は
桜
や
柿
、
紅
葉
な

ど
四
季
折
々
の
樹
木
で
彩
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

仕
掛
け
た
の
は
、
現
在
の
「（
株
）
い
ろ
ど
り
」
の
社
長
で

あ
る
横
石
知
二
さ
ん
で
す
。
当
時
農
協
職
員
だ
っ
た
横
石
さ
ん

は
、
大
阪
の
寿
司
屋
で
隣
の
テ
ー
ブ
ル
に
い
た
若
い
女
性
客
た

つまもの  ©（株）いろどり
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ち
が
、
料
理
の
皿
に
つ
い
て
き
た
青
も
み
じ
を
見
て
、「
き
れ
い
ね
!
」「
ハ
ン
カ
チ
に
は
さ
ん
で
持
っ

て
帰
ろ
う
」
と
話
し
て
い
た
の
を
聞
き
、「
こ
れ
は
ビ
ジ
ネ
ス
に
な
る
」
と
ひ
ら
め
い
た
そ
う
で
す
。

　

料
理
を
引
き
立
て
る
た
め
に
添
え
ら
れ
る
葉
っ
ぱ
を
「
つ
ま
も
の
」
と
言
い
ま
す
が
、
最
初
は
ま
と
も

に
取
り
合
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
地
域
の
人
た
ち
を
説
得
し
、
1
9
8
6
年
に
つ
ま
も
の
の
生
産
、
販
売

を
行
う
「
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
」
を
事
業
化
し
、
1
9
9
9
年
に
（
株
）
い
ろ
ど
り
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

当
初
は
山
に
自
生
す
る
葉
を
摘
む
だ
け
で
し
た
が
、
現
在
は
多
く
が
露ろ

地じ

や
ハ
ウ
ス
で
自
家
栽
培
し
た

も
の
で
、
高
品
質
・
安
定
供
給
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
支
え
る
仕
組
み
と
し
て
、
多
品
種
少
量

の
出
荷
を
短
時
間
で
行
う
、
I
T
を
活
用
し
た
商
品
管
理
シ
ス
テ
ム
が
確
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
家
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
が
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
っ
て
商
品
の
受
注
や
出
荷
な
ど
を

行
っ
て
い
る
の
も
画
期
的
で
す
。

　

上
勝
で
生
ま
れ
育
ち
、
都
会
で
働
い
た
人
が
再
び
戻
っ
て
く
る
U
タ
ー
ン
や
、
都
会
出
身
の
若
者
た

ち
が
上
勝
に
移
っ
て
定
住
す
る
I
タ
ー
ン
も
増
え
、
お
年
寄
り
た
ち
と
の
交
流
も
盛
ん
で
す
。

　

ま
た
、
上
勝
町
は
、
高
齢
化
率
県
内
1
位
（
2
0
1
5
年
）
で
す
が
、
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
の
お
か
げ
で
、

生
涯
現
役
と
し
て
元
気
に
働
い
て
い
る
お
年
寄
り
が
多
く
、
医
療
費
が
非
常
に
少
な
い
の
が
特
徴
で
す
。

地
域
お
こ
し
や
高
齢
化
社
会
の
理
想
的
な
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
全
国
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
て
、
葉
っ

ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
の
軌
跡
は
映
画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
も
な
り
ま
し
た
。
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2
0
1
2
年
に
公
開
さ
れ
た
映
画
の
タ
イ
ト
ル
は
「
人
生
、い
ろ
ど
り
」
で
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
役
で
、

吉
行
和
子
さ
ん
や
中
尾
ミ
エ
さ
ん
、
富
司
純
子
さ
ん
ら
が
出
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

仕
掛
け
人
の
横
石
さ
ん
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
人
は
だ
れ
で
も
主
役
に
な
れ
る
」
で
す
。
い
い
言
葉
で
す
ね
。

　

も
う
一
つ
、上
勝
町
の
取
り
組
み
で
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、ご
み
の
再
利
用
・
再
資
源
化
を
進
め
る「
ゼ

ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
」
活
動
で
す
。
町
民
が
協
力
し
て
ご
み
の
焼
却
、
埋
め
立
て
処
分
を
極
力
少
な
く
す
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、
世
界
中
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

◉
古
民
家
を
再
生
し
た
宿
が
人
気
の
祖
谷
、
三
好
・
落
合
集
落

　

東
洋
文
化
研
究
家
と
し
て
有
名
な
ア
レ
ッ
ク
ス
・
カ
ー
さ
ん
は
、
1
9
7
1
年
に
ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク
で

日
本
全
国
を
ま
わ
っ
て
い
た
と
き
、
た
ま
た
ま
祖
谷
を
訪
れ
、
墨
絵
で
描
か
れ
た
中
国
の
桃
源
郷
の
よ
う

な
美
し
い
風
景
に
魅
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ま
だ
学
生
で
し
た
が
、
借
金
を
し
て
茅か

や

葺ぶ

き
屋
根
の
い

ろ
り
の
あ
る
古
民
家
を
買
っ
て
、「
篪ち

庵い
お
り

」
と
名
付
け
ま
し
た
。

　
「
篪ち

」
と
は
笛
の
こ
と
で
、
日
本
文
化
に
造ぞ

う

詣け
い

の
深
い
カ
ー
さ
ん
ら
し
い
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
す
。

　

カ
ー
さ
ん
は
こ
の
築
3
0
0
年
の
古
民
家
を
、
昔
の
素
材
や
そ
の
家
の
歴
史
、
そ
し
て
伝
統
的
な
生

活
様
式
を
残
し
な
が
ら
、
床
暖
房
や
シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン
、
ひ
の
き
風
呂
や
水
洗
ト
イ
レ
な
ど
を
備
え
た

快
適
な
宿
泊
施
設
に
再
生
し
ま
し
た
。
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ま
た
三
好
市
は
、
東
祖
谷
の
落
合
集
落
（
国
の
重

要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
）の
古
民
家
を
、カ
ー

さ
ん
の
設
計
・
監
修
で
宿
泊
施
設
に
改
修
し
ま
し
た
。

散
策
ツ
ア
ー
や
祖
谷
そ
ば
づ
く
り
、
畑
仕
事
な
ど
の

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

祖
谷
は
日
本
の
原
風
景
で
、
昼
は
鳥
の
鳴
き
声
が

こ
だ
ま
し
、
夜
は
満
天
の
星
が
見
ら
れ
る
別
世
界
で

す
。
渓け

い

谷こ
く

が
深
く
、
谷
間
か
ら
霧
が
わ
き
上
が
っ
て

く
る
祖
谷
の
こ
と
を
、
カ
ー
さ
ん
は
仙
人
の
世
界
だ

と
表
現
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
魅
力
に
惹ひ

か
れ
、
交
通
の
と
て
も
不
便

な
と
こ
ろ
で
あ
り
な
が
ら
、
海
外
か
ら
も
た
く
さ
ん

の
方
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

篪庵  ©篪庵（有）
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